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、

岡山縣後月郡共和村地方の艶質一特に、

中・古生界に關する二b三の新知見・

㌧。中 野 光 雄

1前 書

　岡山県川上郡成羽町を中心として発達する上部三畳系並びに四近の地質1こついては、

中国地方中部の地史を知る上に、最も重要な地域であると考えられて、明治以来多敷の

地質学者・古生物学者により研究が行われており、叉地形学的にも吉備高原の準平原問

題に関し、興味ある論説があるが、その地質構造が複雑である髄、多くの問題が残さ

れている。

　ilESIに論する共和村（註？地域妹成羽町の西南約16km・前記上部三畳系分布地嘆の西端

に位置し、かつて小沢儀明の、赤木健δ）、小林貞一・堀越義一轡・張麗旭粉等により

研究されたことがある。これらの研究を基礎として、残された問題を解決するため・筆

者は今村外治氏指導の下に、ユ947～48年にかoて、この地方の地質訴査2°）に従事し・

その際大賀衝上等の問題に関し、当地域の地質1・難を抱き・その後も研究を続行し

た。その結果、当地域にNorian　ageとされ7：上部三畳系の他に、これよりも古い

Camiall　ageのforma七ionの存在すること、日南石灰岩層の”硯石”層群上へ衝上す

る事実、その他梅造的にも諸先輩の研究とは異なる解釈も可能であり、従来の知識に対

し。更鹸討を要す鍾要鯛脚多く．存す、る專を鱗ことが購！・ので・kの堰を

「岡山県後月郡共和村にて発見された〃カーesツク〃層について」27）と題し・N本地質

学会西H本支部総会（1951年2月25日、於九州大学）の席上で今村外治と共に発表し7：。

　樹その後の研究により、更に色々な事実がわかつたので、古生物学的研究は未完では

あるが、一応これまでの評査の結果をまとめて報告し、種k御批判を仰ぐと共に・併せ

て今後の研究の資料にしナニい。

　この論丈を草するに当ll、終始御指導を賜つた今村外治・長谷晃の爾氏、現地に於て

貴重な御教示と討論を均．えられた河合正虎（鰹し9P工一）氏、化石の㌶定について鍾々御教示下さ

った小林貞一e高橋英太鄭の爾氏、岩石の鑑定に助力をいただいアこ小島丈晃氏、種々の

＊廣島大学理挙部地学教室研究業績第17毎

（註1）地形図5万労の1油木図幅拳照

（註2）ig5◎鍛2月嶺地域に於て、今村外治氏と筆老が調査申おとずれた。
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批判を与えられ7・摺嚇紙・その他教室棚各位に深謝す恥瑚地調査に際して

は種々御便寧と御好意を賜つた・共和村役揚・妹星正雄2雛元一郎・信木実郎兄弟の各

位及びその他の方々にも深甚の謝意を表したい。

　　　　　　　　　　　　1　地　　質　　概　　説

　当地域に発達する地質系統を表記すれば、次のように示されよう。

　　　　　　　　　　　共和村地方の層序概要

　　　　洪　　積　　層　　20nユ±　砂・礫

　　　　　　urlconf．　WWWWWwwwvv～rwwwwwwvvwwma　　　　流　　紋　　岩　　　　　　　　熔岩流
　　　一　unconf．
　　　　”硯石”層群　30m±　礫岩e一凝灰岩
　　ww　unconf．　w　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　＿、～vv＿AAへAA～

　　　＝＝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　fault

　　　－’1

塁t－°｝上部35’n＋灘灘灘細
　　　　　　　　　　　　　　　　　礫岩・砂岩・頁岩（含植物化石・炭層）　　　　　　　　　1下部　　　　　　　　　　　　29m＋
　　　　　unconf．t～　　　　　　　　　　　　　　　faul七

ll∴∴・命一，竺欝竺

　秩父系は当地域の南部を占める准片岩類と北部に発達する非変成秩父系とに分けら

れ、後者は構造的関係により、Klippeの日南石灰岩層と、原地性堆積の砂岩・粘板岩

層及びチヤート層に分けられ、上部三畳系はこれらの秩父系に挾まれた中間の低地に分

布する。准片岩類と上部三畳系とはthrust　faUltにより境され、その束半部には東西

に細長くshee七状に場岩が貫入している。北部の砂岩・粘板岩層及びチヤート層と上

部三畳系との関係は一部不整合、一部断層関係であるδ

　日南石灰岩層は当地域の中央部に位置し、准片岩類、非変成秩父系砂岩・粘板岩層・

チヤート層、上部三畳系及び”硯石”層群上に、一っの1（lippe・として押し被せてい

るo

　上部三畳系は共和層（Car　lian）と成羽層（Norian）とに分けられ、爾者は断層関
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係で相接し、共に多くの動物並に植物化石を産する。

　”硯石”層群は日南石灰岩層に近接した地域に断片的に散在して発達し、上部三畳系

を不整合IF被覆している。

　流紋岩は”硯石”層群並に古期岩層の一部を被覆しflowと考えられるがく一一部には

dike状のものも認められる。‘

　洪積層は流紋岩を不整合に覆つている。

皿　地 質 各　　説

A　秩　　父　　系

a　准　片　岩　類

の

准片岩類は当地域の南部に分布し、岩相上黒色准片岩及びこれを貫く片状変斑編岩に

分けられ・北に隣る上部三畳系とは衝上断層により境されており、本山変成岩類の一部

に相当するものと考えられる。

　黒色准片岩　黒色准片岩は灰黒乃至黒色を呈する　graphite－sericife－chlorite－

quartz－semi－schis七で、片状構造著しく、小裾曲に富み、微細な石英及び方解石の細

脈によつて貫かれている場合があり、叉処によつては結晶質石灰岩の小lensを介在し

ているo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

　片状攣斑礪岩　片状変斑蠣岩は府中区輻に輝緑岩及び輝緑凝灰岩として示されたもの

の一部である。岩石は暗緑色゜緻密・塊状なSChiStOSe－aUgite－metagabbroで、不規

則な白色細脈で貫かれている。．

　上記黒色准片岩の変成及び片状変斑級岩の貫入の時期は不明ではあるが、これらのも

のが上部三畳系中に礫として存在するので、上部三畳系堆積前であり、恐らく古生代末

であろうと考えられる。

b非攣成秩父系

　当地域の北部に分布する非変成秩父系は、小林貞一18）の所謂、大賀台の準秋吉層群に

属し・その層序は張麗旭t5）により下部より上部へ、（1）日南石灰岩層、（2）大岳角岩層、

③三原砂か粘板岩層・（4）ieli山石聯感⑤宇治層に区分され、当地域より北方、高山

市1嘩る迄の問の構造は、・m・…clinalである拷えられてきナ・。

　然しながら・筆者の調査した結果、一それは地域的には極めて狭少であり、且つ全体

の層序゜構造を論する迄には至つていないが一少くとも非変成秩父系は構造的関係によ
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り、1〈1ippeの日南石灰岩層と、原地性堆積の地層とに二大別され、後老は更に岩相上

『下部よむ、砂岩・粘板岩層とチヤート層に分けられる。

1砂岩・粘板岩層

　本層は張麗旭の大島角岩層の一部（恐らくその下部を示すものであろう。）に含められ

てい7：　6のであるが、後記するiSoClinal　SynCline構造により、三原砂岩゜粘板岩層

の一部がその南翼にあらわれたものと考えられる。本層は上部三畳系の北方に分布して

その基盤をなし、輝禄凝灰岩及び粉岩の薄層を挾む砂岩・粘板岩（粘板岩優勢）の互層

で、層厚200m以上と算定され、未だ化石を採集していないが岩相上秩父系と考えられ

る。砂岩は灰黒乃至灰白色を呈し、中粒乃至細粒で、緻密・堅硬であり、厚さは一般に

ユm乃室・牧mのものである。粘板岩は黒色緻密でぐ風化すれほ不規則な小片に破砕゜す

る。厚さは一般にlm乃至凝mで、時にそれ以上に達する揚合もある。輝緑凝灰岩及び・

その上位の溌器は、ともに帯赤緑色を呈し、方解石の細脈で縦横に貫かれ、その厚さは

約5mである。本層とその上位のチヤート層との関係は漸移であり、漸移部は著しく珪

質になつているo

2　チ　ヤ　ー　ト　層

　本層は大聾角岩層の一部（恐らくその上部を示すものであろう）に相当するものであ

りく堅硬で亀裂に富む、白色成いは淡黄色のヂヤートを主とし、放散虫化石を埋蔵する

赤色チヤごトや、極めて稀に珪質砂岩を挾む地層で層内摺曲が著い・。層厚は12αn以

上である。

3日南石友岩層

　叢に記述する日南石灰岩層は、小林貞一18）・張麗旭15）の日南石灰岩層、小沢儀明4）

の石灰岩・輝緑凝灰岩に相当するもので、下部（60m＋）は輝縞凝灰岩（一部蛇灰岩）、

上部（80m＋）は石灰岩で、爾者は整合的関係で漸移する。輝絃凝灰岩は帯赤暗緑色、

時に赤褐色を示し、石灰分に富み、その一部は蛇灰岩に変化している。．石灰岩は鮪状で

海百合その他多牧の動物化石を埋蔵している。本層から従来、∠勿∫廊／卿ノγoノψ〃ノzis

cfa∬ico7nts　M，Coy，．∠Va，7atOplij／／／2t7／s　satoi　Ozawa，　Alrmpa　sp．，　Bi・yosoa及び

FZtSit／i？za　sp．　c4）が報告され、時代はViseanと考えられている。

　本層は従来、当地域より北方に発達する非変成秩父系の最下部を代表し、本層自体も

（註）府中図幅説明書
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30°“O°の角度を以て、北方に傾斜するものと考えちれていたが、評査の結果は、地質

図に幽図示やれているよ’うに、’可成りの裾曲構造を示し、処により30。－40°の急傾斜を有

するが、略水平に近い役動面を以つて、准片岩類、秩父系砂岩，粘板岩層゜チヤー一ト

層、上部三畳系、”硯石”層群上に押し被せたKlippeであり、附近には侵蝕によ

、り、これより分離した小1（liPI）eが散在している。本石灰岩層とその北方の秩父系砂

岩・粘板岩層及びチヤート層とに南に急斜する東西性断層により境されている。

B　上　部　三　畳　系

　上部三畳系は、南部に分布する准片岩類及び北部に発達する非変成秩父系ζに挾まれ

た中央の低地に発達し・秩父系分布地域に比し、著しく露出不卑であり、且つ大賀造山

運動により擾齪され、その構造が極めて複雑であるため、研究者により、各入各様の地

質構造が考えられるであろう。然しながら、本地域の上部三畳系はその古生物学的研究

は未完ではあるが・化石内容により・Carnian　ageのforma七iollとNorian　ageの

formatio11とに2分され、爾者は断層関係で相接しているものと考えられる。以後前者

を共和層、後老を成羽層と假称する。

　　　　　　　　　　　　　　1　共　　和　　層

　本層は共和村日南、共和中学校附近よりその東北方高原部落に至る新道、日南鈴木石

灰工場より・その北方高原部落に通する道路附近、陰地下僻）・陰地上の蛇の穴附近に

発達する。層厚64fii以上で、これを更に下部及び上部に再分する。

　下部’

　本層は日南の中部、その東部より日指部落の北部及び陰地下部落附近に分布し、秩父

系砂岩・粘板岩層の輝繹凝灰岩・珊岩上にclino－ulicoliformi七yを以つて重なり、礫

岩・砂岩・頁岩よりなる地層で、粗悪な炭層を挾む。層厚は29m以上と算定される。基

底礫岩は、輝緑凝灰岩・石灰岩の小礫を主とし、チャート、王分岩、粘板岩、砂岩の礫も

少量認められ、matrixには輝緑凝灰岩の風化物と思われる物が多く、石灰岩礫中には

紡錘虫化石の存在が認められる。基底以外の礫岩は灰乃至灰白色・堅硬で、チヤート及

び砂岩・時に准片岩類の礫を含む。砂岩は灰白色を呈する堅更な中緯乃至粗粒砂岩で・

時に含礫砂岩に移化する。頁岩は黒乃至灰黒色、炭質物に富み、f屡々炭質頁岩に移化す

る。頁岩中には保存不良の植物化石を含み、次のようなものを採集し7：。

　　　　Neoca1α〃zites　sP・・Podozec〃iites／aiiceolatus（Lindley　et　Ilut七〇11），

TαenioPteris　s）pp．

o

（註）共和暦・成羽暦のいずれに厨ずるか不明であるが一懸兵和暦下部として坂扱つた。
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　上　部　　　　　　　　　　．　°

　当地域の中央部（日南の中部）及ひ蛇の穴附近に分布し、厚い砂岩・頁居を主とし、

薄い礫署を挾び地層で、層厚は35m以上と算定されるが、その上限は断層により不明で

ある。礫署は極めて薄く、径5mm乃至ICmのチヤートの亜角礫を含み、砂粒で固結さ

れている。砂器は灰乃至黒色、極めて堅硬な粗粒乃至含礫砂岩である。頁器は黒色゜緻

密であり、風化すれば不規則な細片に破砕する。蛇の穴附近に於ては、本層の下部約1！4

は砂署に、上部約3’4は頁岩に富み、次の化石を産する。

　下部の砂岩より　　　　　　　　　　　　　一

　　Ail　i7eetriq．　onia　hαlaγa7〃左ガKol）ayash　i　e七Ichikawa（rare）

　　lPaLaeoPltecntsク〃α珈！7ぞ〃∫ゴ∫1（obayash　i　et　Ichikawa（abundant）

・乙i711a　sp　　（very　rare）

Oxyt・〃za　spp．（rare）　　　　　　　　　　　一

G諏伽sp・（α）（very　rare）

　上位の頁岩より　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　1’a／aeoplta？nts　7yzaizure？zsis　I〈obayashi　et　Ichikawa（rare）

　　Gei”vitlia　sp．（β）（abundant）

　又日南の中部より北方高原に通する道路に面し7こ藤田氏宅裏の砂岩より0η！2〃za

合p．を採集した。

　而してこれらの化石の示す時代は、市川浩一長122）の’Early　Sakawan　subageに相

当するものと考えられ、共和層は山口県の平原層14）に対比し得るであろう．。

2成　M、層

藪に便宜上假称する成羽層とは、本地域に発達するNorian　ag9のformationに

命名するものであるが、将来更に適当な名称に変更することがあるかも知れない。

　本層は当地域の東部の共和中学校附近より西部にかけて分布し、層厚183m以上であ

り、これを更に次のように3分する。

●

　下　部

　当地域の東部、鴫川以北の地域に分布し、共和層及び成羽層中・上部とは断層関係で

接する。層厚98rn以上で、厚き数歯前後の礫岩〆：砂岩ぐ厚さ1m乃至数nゴの頁岩等の互層

よりなり、数枚の炭層を挾み、植物化石を多産する。一般に本層の下部は礫器・砂岩に

富み、上部は砂器・頁岩の互層をなす。礫岩は灰白色、チヤート・珪質粘板岩等の小円

礫を含み、．屡々含礫砂岩叉は粗粒砂岩に移化する。砂岩は堅硬・灰白色を呈する中粒乃
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至組粒砂岩で、’ 雲母片を多く含み、屡々細粒砂岩又は砂質頁岩に移化する。頁尉は灰黒

噛乃至黒色、雲母片・炭質物に富み、往々炭質頁岩に移化圏し、多くの植物化石を産する。

　E4〃ム6ガ18　sP．，．　Neoca／anilles－CaM’eVei（Zβiller），2V．　ltoeYe／zSiS（SchiTnper），

Todites　l・Vi／ia〃！∫o〃ゴゴ（Brongniart），t　Dictp　ooplryLt2t7nノψo〃ゴ6〃フ〃　Yo　koyama，

C／acl　ep　ldcbis　denticu／atα（Brongniart），C．　Raclborskll　Zeiller，　C．　bitciLiteitSis

Oishi，βσ∫♂ノπfiliforml．s　Oishi，　B．　spp．，1’odos・a〃4tes　／anceo／at2・ts（Lindley　et’

Hutton），1）．　cfr．ノヒ8ノ〃ガGeyler，　Taeniopteris　spp．

　中　部

　本層の下部約51nは砂岩・頁岩の互層で、上部は砂岩を主とし、処々に薄い粗悪な炭

層を挾んでいる。層厚401n以上で、下限は断層のため不明であり、叉上位の地層とは

E7tto〃no7totis含有層下約2mの炭層上を以って区分する。砂岩は灰白色、雲母片を多く

含む堅硬な中粒乃至粗粒砂岩で、時に含礫砂岩に後化する。頁岩は灰黒乃至黒色、雲母

片及び岩質物を多く含み、炭質頁岩に移化することがある。本層中の頁岩（稀に砂岩）

から植物化石を産出し、次めようなもめが認められる。

　Egu’Lsetites　sp・，　NeJt　ca／a？nites　Ca〃terel（Zeiller），　zV・ILoel’cltsis　（Schi’mper），

C　ta　lop　ldebis　Racibors　ie　ii　Zeiller，　Podoxa〃zites／anceo／at2ts（Lindley　et　Hu七七〇n）

　上　部

　本層は灰乃至灰黒色緻密で雲母片を多く含む細粒砂岩を主し、時に頁岩を挾む。層摩

は45m以上である。本層の下部からEnt」7iio〃otlsを産するが、極めて稀であり、且っ

完全なものを裸集すことば困難であるが・次のようなものが認められた。

Enteηnonotis　ocltbticαvav　．　densΣstr；αtα　〈「VeNXeN－）

五．　　　’・．　　 var．　eurachis　（Teller）

　これらのものは市川浩一良【竺）のLate　Saragaian　subageを指示するように考えら

れ、成羽層は山口県の鴨庄層’16）に対比し得るであろう。

C　”硯石”　層群

　当地域の硯石層群㈲は、既に筆老（2°）（27）が指摘したように日南石灰岩層に近接し、

その下位に断片的な分布を示し、上部三畳系を不整合に覆う。層厚は30m内外で、礫

岩、赤褐色・緑色及び黄褐色凝灰質頁岩タLりなる。礫岩は一般に5cm以下の石灰岩及

びチャートの円礫・亜角礫を主とし、砂岩・粘板岩の小礫も少量認められ、赤褐色・緑

色及び黄褐色の凝灰質物で固結されている。石灰岩礫は、一般に丸味を帯び、往々紡錘

（註）文献（19）に於て、河合正虎が硯石統の赤色貞岩に類似ずる岩右として扱つたものである。
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虫化石を坦臓し・本層群ρ下部には殆んざ認められ緊上部に及確石灰岩礫の数も多

くくその径も大竃となる傾向がある。チ曳で｝礫は黄色・灰白色・紅色を呈し、本層群中

の各層準に於てその存在が認められる。凝灰質頁岩にば赤褐色・．緑色及び黄褐色のもの

’があるが、現揚に於て嫁互に遷移する一6ののよラである。本層群からは未だ化石を採集

して妹ないが、暑層上硯石層群堆積初頭；1　）の岩層と孝縁る。、　　T．　　　　．　．．

　　　　　　　　　　　　D　中生代末の火成岩類

　1　珊岩
　粉器は当地域の東南部♪准片岩類と上部三畳系との間に細長く分布し、爾を間の構造一

線に滑うて貫入しt：ものと考える。又東部の南北断層に滑い、一一小岩脈として貫入して

炉るものもある。

　2　流紋岩

囎藪に記述す多沸il交岩は府中図幅中に石英斑岩として扱われているもののt部で、当地

域の西部、その多くは340m以上の山上に分布し、秩父系・上部三畳系及び”硯石”層群

を不整合に覆い、処によつてはこれらを貫く処もある。灰白乃至黄白色、緻密なBiotite

rhyoliteで、流理構造を示し、古期岩類のchipを含んでいる処が少くないので、そ

の大部分はflowと考える。

E　洪　　積　　層

　当地域の西北部標高540mの地点には、流蚊岩を不整合に覆うて、砂礫層が分布す

る。層厚はその分布高度かウ算定して20m内外と考える。礫は主として・流破岩・チヤ

ー 叶砂岩及び粘板岩等の円礫よりなりぐその大いさは豆粒乃至人頭大で、粗粒の長石

及び石英砂で、その室隙を充ナこされている。本層は屡々偽層を示し、岩相の側方変化が

著しいが、一般に層理の認められる処では、殆んご水平に近い。本層から化石は産出せ

す、その地質時代については、種々の説があるが、岩相上河流堆積物に似ているので、

一
応竹山俊雄P）の尾道層に相当するものと考えナ三い。

皿　地　質　構　造

当地域の構造に就いては、従来赤木健5）、小沢儀明の、小林貞一8）・張麗旭tl　5）の諸氏

により寸種タの解釈が行われていた。

　1赤木陣は上部三盤系とその南北に分布ずる秩父系とは、何れも筋暦開係にあるものと見倣した

（註）……楠見久も筆者の考えを認めているようである。
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　　ようである。　　　　　　　　　　　　”

　2小沢儀明は、上部三聲系は大局的に見て北方に傾科し、その北方に分布ナる石次岩・輝緑凝灰

　　岩によつて衝上を受け、この運動に俘い、上部三盤系自体も、その南方に分布ナる准片岩類上

　、　に衝上しているものと見倣し、且つこれらの衝上は、大賀衝上蓮動によるものと解釈された。’

　3小林貞一・張麗旭は、上部三盤系とその南方に発達ずる准片岩類と篠、不整合麗廉で接ナるも

　　のと考え・曄石聯暦及びξ9非方t’こ｝nopplElin・1　iAikをなして発罫る非変成祓系は・

　　E部三畳系上た衝上する亀のであ夙こあ蓮動は小沢儀明と同檬大賀衝上によるものとされた6

然しながら、筆者の謂査結果は上記諸先輩の解釈とは異なり、次のような見解をもトつ

ているo

　　　　　　　　　　　　　A’秩父．系の構造

　当地域の南部に分布する准片岩類は、北に40°内外の傾斜を有するhldiioclb｝al構造

を示し、片状変斑糎岩により貫かれている。

　北部に発達する非変成秩父系砂岩・粘板岩層及びチヤート層は、小摺曲構造に富み、

そのgenera1な構造は地質図1こ示さμるように・略東西方向鯨購する複背斜を形成
し、准腸類とφ間鹸造的な不藩。が考えられ、瀦磁造的棚虫が推定される．か．・

Q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

かる地帯に大賀造山運動が生じ、日南石灰岩層は当該項に記載しているような構造をな

し、Klippe’として上部三畳系及び硯石層群上に衝上してt’る。この事実は古生代末の

造山運動並びに大賀造山運動を研究する上に興味あるものであろう。

　未だ当地域の北方三原村・高山村附近については精査していないが、従来考えられて

いたように簡単な構造をなしてはいないようである。即ちチヤート層は略東西方向を軸

とするisoclinal　synclhleを形成しているようであり、前記砂岩・粘板岩層は小林貞

一 ・張麗旭の三原砂岩・粘板岩層に相当するものと考えられ、高山村附近の石灰岩層も

亦日南石灰岩層と同様、三原砂岩皇粘稼岩層及び力硯石憾層群上に衡上すZI（1ippe

とも考えられる可能性のある若干の資料がある。

最近秩吉石灰岩の根（Wurzel）の問題に関し、松本達郎28）はその根を平尾台の石灰

岩に求められ、小林貞一が考えた北方からの秋吉石灰岩の衝上に対し、南部からの衝上

を考えているようであるが、当地域に発達する日南石灰岩層の根に関しては不明である。

B　上部三畳系の構造

　上部三畳系は上記秩父系の構造的不誰和より推定される構造的盆地に発達し、北方の

非変成秩父系の砂岩・粘板岩層上に不整合に重なり、局部的には相当複雑な小背斜・向

斜を示すけれども・これを大観すれば、略東西方向を軸どし、西に傾下する一のsyl1－

clinoriumを形成し、南翼の准片岩類’と・ぽ、小沢儀明の観察のように衝上断層で境ざ

れているo　　　　　－　　　　∵　　　　　　　　　　　　　　・
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c　圏　層　系　統

当地域内にはN－S，NH－SW，　E－一一・W方向等の断層及び衝上断層がある。上部三

畳系と准片岩類との境界に生じた衝上断層及び上部三畳系中に発達する断層並びに衝上

断層は、日南石灰岩層に覆われている。叉北方の日南石灰岩層を切る東西性の断層は大

賀衝上に伴うものか、或いは夫以後のものであるが、流紋岩に覆われているので、流紋

岩盗流前に形成されナこものである。N－－S及びNNK－SSW方向の断層は前述の衝上

断層及び断層を切り、殆んご同時期に形成されナこものであろう。このNNE－SSW方

向の断層は高山市東方の飯ノ山（彌高山）附近に分布する第三系（Miocene）にcover

されているので、第三系堆積前の断層運動により形成されナこものである。

V　大賀造叫運動について

　大賀の押し被ぜ発見3）後、小沢儀明はその衝上の時期を硯石層群堆積前とされナこ。又

矢部長克・馬淵精一正゜）は硯石層群堆積以後の羽根衝上を報告され、その後小林貞一一・張

麗旭はこれをcave　fill　in9　’式の不整合と解釈し・小沢儀明の考えを支持されナこ。以後

日南石友岩層の（上部三畳系及硯石層群上への）衝上

　　（陰地下落部より北方高原及日南を望む）

　日南石茨岩暦の（私父系砂岩・粘

板岩暦及上部三贔系上への）衝上

（日指部落より西方高原及日南を望

P．非肇或秋父系（砂岩・枯板岩膏及びチヤート層）
H．日南石天岩轡　T．上部三鍾系　1．硯石暦群

H　日南石灰岩轡

T　上部三亟系

これが一般に信じられてきたようである。然しながら、既に筆者2°）27）が指摘したよう

に当地域に於ては、日南石灰岩層はKlippeとして当地域の中央部に横たわり・浸蝕に

より分離した小KlipPeが4ケ、半窓（Halbfenster）が1ケ認められ、この小KlipPe・

半窓（Halbfenster）及び石灰工揚西方約100mの地点に於ては、石灰岩下層に”硯石”

層群が発達し、その”硯石”層群上に日南石灰岩層が衝上している。又高山市北方及び

穴門山神辻附近に於ても、非変成秩父系石灰岩層が三原砂岩・粘板岩層及びこれに不整

合に重なる’ノ硯石”層群（比鮫的下部の地層と考えられる）上に衝上している。これら

の事実を綜合して判祈してみれば、大賀爾上は”硯石”層群堆積前に始まり”硯石”層
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群堆積初頭迄少くも継続したと考えるのが最も妥当ではあるまいか。

　当地域に分布する上部三畳系の擾齪は、大賀造山運動と密接な関係を有するものと考

えられる。即ち大賀造山運動の開始により、①上部三畳系は擾齪せられ、共和層は成羽

層と断層関係で接し、或いはその上に衝上し、叉それと同時に准片居類を不整合に被覆

していナニ上部三畳系はその基盤岩上を滑動しナこc・り・（2）その後”硯石”層群が堆積し・

その初期に日南石灰岩層が上部三畳系及び”硯石”層群上に衝上し、夫に伴い・上部三

畳系もより一層擾齪せられたであろう。（3）日南石灰岩層の衝上後、更に東西性の断層運

動があり、④最後に流紋岩の盗流があつた。このようにして、この地域の地質構造が略

完成されたものと考える。

　従来大賀押し被せ体の衝上額は当地域より北東灘波江方面に延びているものと考えら

れてい7：が、筆者の謂査しアこ範囲では、石灰岩層を除いナこ非変成秩父系は上部三畳系と

不整合或いは断層関係で接し、上部三畳系上に衝上しナこ事実は認められない。即ち当地

域の北東部大内谷、高瀬、川原及び上谷附近では｝非変成秩3く系砂岩・粘板岩層gチヤ

ー
ト層、未詳中生層（註2）及び上部三畳系は断層関係（k’　3）で相接しており、この附近に散

在する秩父系石灰岩層は1（lippeである。

結 論

（1）秩父系は准片岩類及び非変成秩父系に分けられ、爾老間に構造的不設和が認めら

　　れる。

（2）非変成秩父系は構造的関係により・　1（lippeの日南石灰岩層と原地性堆積の砂

　岩・粘板岩層及びチヤート層に分けられ、後者は東西方向を軸とする複背斜構造を

　形成している。　　．

（3）上部三畳系は非変成秩父系砂岩・粘板岩層上に不整合に重なり、共和層（Car－

　11iall）と成羽層（Norian　）に分けられる。

（4）共和層及び成羽層はともにその下部に植物化石及び炭層を伴い、その上部に

　marill　faunaを伴う。

（5）共弄uWtから、 　ノレli7zetriq．　oniaんatα．vαmai，　PαtαeoPlzαγZtS　71zαixure7zsis 　等を産し、

　市川浩一即の1£arly　Sagawall　subage，山口県の平原層に対比されよう。

（6）共和層は断層関係で成羽層に接し・或いはその上IF衝上している。この時期は

（註1）ノ硯石”暦群は略司一高曼で共和暦及び成羽暦を不整合に被覆している。
　　粉岩は准片岩顎と上部三盤系の境衆こ生じた衝．ヒ面に浴い貫入している。

　　陰地上部落に於て日南石炭岩層より分離した小Klippe．・th：－4記粉岩体及び衝上線を覆つている

（註2）女献（25）参照：常森式の礫岩を含む古生層ではあるまいか。

（註3）東西性及びこれを切るN30E－　S　30W性「新暦が発達し（いる。
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”硯石”層群堆積前と考えられる。

（わH南石灰岩層は上部三畳系のみならす、その上に不整合に重なる”硯石”層群上
1鱒

にも衛上し、その北縁は東西方向の断層によつて切られ7：一つの1〈　lippeである。

（8）大賀造山運動は〃硯石〃層群堆積前に始まり、更に少くとも堆積初頭迄も継続さ

’「 れたであろう。

（9）日南石灰岩層の衝上並びに東西性の断層運動後に流紋岩の溢流があつた。　　一

（10）上部三畳系は略東西方向を軸とし、西に傾下する一つのsyllclilloriumを形成

　　する。　　　　　　・

（11）上部三畳系中に認められる複雑な小裾曲構造は、大賀押し被せ構造形成に伴うも

　　のと考えられる。

モ後・記　　・，　　　　　　　　　　　　　　　・
　・この研究は、最近発行（1952年3月入手）され7：河合正虎の岡山県成羽町附近の上部

三畳系（日本三畳系の地質）とは全く別個に行われたものである・　　　　　“
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with　Special　Reference　to　the　Recent　Inform乱七iol　ls　oll　the　I》alaeozoic

and　M6s。z。ic．　”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（abstracti）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mitsuo　Nakano．

　　The　Chichibu　Palaeozoic　consist＄of　semi－schis七s　and　non－metaniorphic

rocks，　the　Ia七ter　call　be　separated　into　two　niembers　accordirt　g　to　struc一

七ural母ifferences：耳in　a　Iilnes七〇lie　forn｝a七iol）、（K〈liplre）aiコd　ll・ol）－calcareous

I）alaeozoic（autochthonous）．The　non－calcal・eous　Palaeozoic　is　divided　hito

七wo　part．s：　i．e．　the　upPer　is　cher七　forma七ion　and　t｝｝e　lower　is　sal】dstoi｝e

al．）　d　clayslate　formation，　and七hey　form　an　anticlillorium　structure．

　　In　the’　noltheni　part，　the　UpPer　Triassic　esyst　em　lies　unconformably

oll　the　folded　Paiaeozoic　san（lstone　and．　clay．　slate　forma七ion，　although

pa’tial1￥　tault：．c°11tact　apPea撃・11油e　s°u七hρ1・1　win9，七his　syste11曲「usts

oll　the　semi－schistsl　The　I（yowa（Camian）aiid　Nariwa（Noriai．i）forma－

tioll　colltailling　marill　alld　plant　fossils　are　to　be　distin　guished　ill　this

system，　which　are’　overlain　by七he　Inks七〇ne　group　an　d　rhy6rite　flow．、
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